5歳児事例 by 西多 由貴江(文責) & 和田 紀子(文責)

B児, D児らはいいねというような表情でC児の話を間
－
いていた。A児は不機嫌そうな顔でちょっと考えた後,Z児
I■■■■■■■■■■■■■■■■
がつけた三角の部分について「ちやんとまっすぐにしない
と」と言って，貼り直した。
B児「ここ（屋根）に洗濯物とか干せるよ」
C児「屋根に洗濯物干したら変じやない？」
■■■■■■■■■■■■■■■■■■
C児の言葉でA児の表情は和んだ。
■■■■■■■■■■■■■■■■■■
A児「屋根に干したら変だよ」「窓もつくって見え
るのにしよう」
Z児「やってあげる」
－
A児「(やらなくて）いいよ。やるから」
｢こっちがおうちだから，屋根は赤色。お城は
水色にしよう」
C児「いいね。色塗ろう」
■■■■■■■■■■■■■■■■■
そう言って,幼児は教師と共に絵の具を準備し,みんなで
色を塗っていった。
く考察＞
課題
①友達が入ってこない家をつくりたい
↓
②自分のイメージする壁をつくりたい
A児はZ児のやった行為に対
しては，あまりいい思いをも
っていなかったが，お城と家
をつくることは受け入れたと
感じた
解決方法
①教師に段ボｰ ﾙをもらい壁をつくって解決厩而実蜀
②お互いの思いを実現するために，話し合いの中で出てきた折衷案を見つけて解決
犀正否司砺衰舅
学んでいたと思われること
・どんな壁にするか，友達と話し合いながらそれぞれがつくりたい壁をつくることができたこと
原而雇冤呑司鳳而実詞
自分達がつくろうとする壁をどのようにするか，友達と話し合いながらそれぞれの思いが実
現する方法を見つけ，つくりあげた場面
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自分達で手分けしてつくるよさ辰害I秀固
三角形になるように置いた段ボールをつなげる場面
環境の構成
．さまざまな大きさの段ボー ル同函囹願家苔万召
子どもにとって，切ったり穴を開けたりするのに扱いやすい大きさや形であり，試しながら
組み合わせることができると考えた。
．遊びに使える保育室の広さ匝厨碇ﾇﾌﾐこ=司
保育室は遊びの場でも生活の場でもある。生活の場が狭くなりすぎないように考えながら，
段ボールをどのようにつなげると面白い迷路をつくることができるか工夫することにつながっ
たと考える。
教師の援助
．つくりたい迷路の思いやつくった時の思い，経験を共有できるように声をかける
思いや考えを共有させる
個々が自由につなげ楽しんでいたため，つなげ方の工夫や苦労は個々のものであった。同じ
遊びをする仲間で共有してほしいと願い，声をかけた。それぞれの思いや経験が共有でき，一
緒に考え，つくることにつながった。
･幼児が考えたことが伝わりやすいようにする雁弄孑司
アイディアが思いついたがうまく言葉や動きで表現できなくても，様々な方法で伝えてほし
いと願い，教師が伝わりやすい言い表し方や置き方に変えて提示し直した。LL』星は，教師が段
ボールを動かした時に自分の伝えたかった置き方になったので，自分の考えた置き方がみんな
に伝わったと思い，段ボールを支える側になり，みんなも手分けしてつくろうという思いにな
ったと考えた。
．遊びの一員になり，幼児と一緒に段ボｰ ﾙ迷路をつくる医家あ二頁ヱー 逐司
教師も一緒に段ボール迷路をつくることで，今まで近くにいる友達と何となくつくっていた
遊びが，友達と一緒につくる遊びへと変わっていったように思われる。
（文責：和田紀子）
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